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1月15日～2月3日
たいまつ焼き（18:00、平鹿上醍醐・金屋地区）

三助稲荷神社梵天奉納（11：00、三助稲荷神社）

長太郎稲荷神社梵天祭（10：00、長太郎稲荷神社）
第15回よこてぼんでん唄コンクール（13：00、かま
くら館２階ホール）

　　道の駅十文字 イベント情報
●ヴァイオリン・ピアノ演奏会
　　日　時／１月19日（土）11：00～
●つけものまつり
　　期　日／１月19日（土）・20日（日）
　　時　間／9：00～16：00
●冬まつり
　　期　日／１月26日（土）
　　　　　　・27日（日）
　　問合せ／道の駅十文字
　　　　　　　23-9320

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ppppppppppPick upPick upPick upPick upkPick upPick up

ppPick upPick upPick up

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ppPick upPick upPick up

南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　１月20日（日）「ドラえもん
　　　　　　　 ぼくの生まれた日」　 【114分】
　１月27日（日）「ブレイブストーリー」 【112分】
　２月３日（日）「アイスエイジ２」　　　【91分】
◆問合せ／南部シルバーエリア　26－3880

長太郎稲荷神社梵天祭
■２月３日（日）

三助稲荷神社梵天奉納
■１月20日（日）

第15回よこてぼんでん唄コンクール
■２月３日（日）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 企画課
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

　県の記録選択無形民俗文化財に指
定され、200年以上の歴史を持つ大森
地域袴形地区の三助稲荷神社梵天奉
納。男衆が激しくぶつかり合うこと
から「ケンカ梵天」の異名を持つ勇
壮な祭りで、五穀豊穣、家内安全、
商売繁盛を祈願します。
　また、前日には川西小学校体育館
を会場に梵天の一般公開が行われま
す。

梵天奉納
◆日　時／１月20日（日）11：00～
◆場　所／三助稲荷神社（川西小学校隣）
大森地域伝統行事「ぼんでん」発表会
◆日　時／１月19日（土）９：00～
◆場　所／川西小学校体育館
◆問合せ／大森地域局産業振興課　26-2117

　大雄地域中島集落にある長太郎稲
荷神社では、ホラ貝の音と梵天唄に
のせた「ジョヤサー」の掛け声とと
もに男衆が集結。無病息災、家内安
全などを祈願し、梵天を奉納します。
◆日　時／２月３日（日）10:00～
◆場　所／長太郎稲荷神社
◆問合せ／大雄地域局産業振興課
　　　　　　52-3913

　横手の雪まつりの
ひとつ「梵天奉納」と
ともに受け継がれて
いる「ぼんでん唄」。
ベテランから小学生
まで自慢ののどを競
い合います。入賞者
は２月16日のぼんで
んコンクールで唄を
披露し、会場を盛り
上げます。
◆日　時／２月３日（日）13:00～
◆場　所／かまくら館２階ホール
◆問合せ／（社）横手市観光協会　33-7111

ぼん でん

１-15No.55
20 1 15月年平成 日号

各地域で行われた消防出初め式。山内地域で
は、雲の合間に青空がのぞく穏やかな天候の
下、揃いの活動服を身に着けた消防団員が、
防災への意識を新たにした。

空のように平穏に空のように平穏に
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横
手
市
長

五
十
嵐 

忠
悦

年
頭
の
ご
挨
拶

　

２
０
０
８
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
と
期

待
に
満
ち
溢
れ
た
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

昨
年
は
、
秋
田
わ
か
杉
国
体
、
わ

か
杉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
の
す
ば
ら
し
さ
を
肌
で
感
じ
、

選
手
の
頑
張
り
に
勇
気
と
感
動
を
い

た
だ
い
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

市
内
各
会
場
に
は
、
延
べ
７
万
４

千
人
も
の
方
が
訪
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
応
援
な
ど
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
積
極
的
な
参
加
で
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
あ
ら

た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
「
参
画
と
協
働
」
に
よ
る

「
思
い
出
づ
く
り
　

ま
か
せ
て
横
手
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
お
も

て
な
し
活
動
を
通
し
て
、
地
域
、
市

民
の
連
帯
感
も
よ
り
一
層
深
ま
っ
た

こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
終
わ

ら
せ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
大
会
で
醸

成
さ
れ
た
地
域
力
を
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
大
い
に
活
か
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
現
在
、
横
手
市
が
最
も
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
は
、

農
業
、
商
工
業
な
ど
産
業
の
振
興
に

よ
る
雇
用
の
創
出
で
あ
り
ま
す
。
若

者
の
流
出
は
即
、
地
域
の
衰
退
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
県
内
一
の
自
動

車
関
連
企
業
の
集
積
地
と
い
う
地
の

利
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
活
動
と
既

存
企
業
の
体
力
ア
ッ
プ
を
図
り
、
働

き
甲
斐
の
あ
る
職
場
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
環
境
や

農
産
物
、
食
文
化
な
ど
豊
富
な
地
域

の
資
源
を
生
か
し
、
国
内
外
の
市
場

か
ら
高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
「
横
手

ブ
ラ
ン
ド
」
の
創
造
な
ど
、
「
食
と

農
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
推
進

に
よ
り
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

元
気
を
取
り
戻
す
施
策
を
推
進
し
ま

す
。
今
春
に
は
、
「
発
酵
の
ま
ち
横

手
」
を
全
国
に
発
信
す
べ
く
、
全
国

発
酵
食
品
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
も
予
定

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
横
手
駅
周
辺
の
再
開

発
事
業
に
よ
る
市
街
地
の
活
性
化
、

海
外
か
ら
の
観
光
客
誘
客
事
業
の
推

進
、
健
康
の
駅
事
業
を
核
と
し
た
健

康
づ
く
り
事
業
の
推
進
な
ど
、
豊
か

さ
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
生
活
を
実
感

で
き
る
、
日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
「
市
民
が
基
本
　

民
意
を
起
点
に
」
を
基
本
理
念
に
、

時
代
に
対
応
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
の

実
情
に
即
し
た
施
策
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
、
地
域
協
議
会
や
地
区
会
議

な
ど
を
中
心
に
話
し
合
い
を
重
ね
な

が
ら
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
に
わ

た
る
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

総
合
計
画
、
財
政
計
画
に
基
づ
き
、

ス
ピ
ー
ド
と
効
率
的
な
行
財
政
運
営

を
目
指
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
、
そ
の
特
性
を
生
か
し
、
均
衡
あ

る
発
展
が
な
さ
れ
る
よ
う
全
体
を
見

据
え
た
施
策
、
事
業
の
推
進
に
も
力

を
注
い
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
つ
ぼ
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枝
に
大
き

な
花
を
咲
か
せ
、
実
と
な
る
こ
と
を

信
じ
て
お
り
ま
す
。

　　

財
政
難
、
格
差
問
題
、
雇
用
の
問

題
等
々
、
地
方
は
今
、
困
難
な
時
代

に
突
入
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
無
力

を
嘆
い
て
い
る
ば
か
り
で
は
前
進
は

あ
り
得
ま
せ
ん
。
創
意
工
夫
に
よ
る

自
治
体
の
発
展
、
言
い
換
え
れ
ば
新

た
な
格
差
が
生
ま
れ
て
く
る
時
代
と

も
い
え
ま
す
。
行
政
も
「
運
営
」
か

ら
「
経
営
」
の
感
覚
が
要
求
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
限
ら
れ

た
人
・
物
・
財
源
を
フ
ル
に
活
用
し
、

「
協
力
・
協
調
・
役
割
分
担
」
に
よ

り
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
市

民
誰
も
が
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
ま

ち
を
目
指
す
。
真
に
市
民
が
望
む
施

策
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、
今
こ
そ

市
民
と
行
政
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
時

で
す
。

　

市
民
の
皆
様
、「
豊
か
な
自
然
　

豊

か
な
心
　

夢
あ
ふ
れ
る
田
園
都
市
」

の
実
現
に
向
け
て
、
と
も
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
す
ば
ら
し
い
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
し

い
年
の
幕
開
け
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

横手地域では、４５０人以上が参加

新
春

飾

市
民

事
業
所

の
皆
さ
ん
の
情
報
交
換
の
場
と
し

て
恒
例
の
賀
詞
交
歓
会
が
１
月
４

日
、
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
は
じ
め
に
、
五
十
嵐
市

長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、「
昨
今
の

地
域
を
取
り
巻
く
環
境
に
強
い
危

機
感
を
持
っ
て
お
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
対
す
る
横
手
市
の
基
本
姿

勢
を
明
確
に
し
、
具
体
的
に
行
動

で
き
る
よ
う
に
動
き
始
め
た
と
こ

ろ
で
す
。
行
政
が
地
域
の
た
め
に

頑
張
れ
る
態
勢
を
整
え
、
少
し
で

も
体
力
を
つ
け
る
た
め
、
本
年
も

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

の
物
産
ｐ
Ｒ
・
販
売
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
地
元
産
米
を
使
っ
た
餅

が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
明
る
く

に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
新
年

の
幕
開
け
を
祝
い
ま
し
た
。

大雄太鼓愛好会の皆さんによる新春太鼓打ち初め

新区長も参加して新春吉例鏡開き

揃いの半天で気持ちを引き締める（山内地域の式典会場） 消防車を連ねて無火災を呼びかけながらパレード

物産ＰＲコーナーの試食も大好評

横
手
市
新
春
賀
詞
交
歓
会

無
火
災
と
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
に

市
内
各
地
域
で
消
防
出
初
め
式

　

今
年
一
年
の
火
災
予
防
や
地
域

の
安
全
を
誓
う
消
防
出
初
め
式
が
、

１
月
４
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
市

内
８
地
域
で
開
催
さ
れ
、
消
防
団

員
な
ど
合
わ
せ
て
約
２
，
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
式
典

に
先
立
っ
て
市
長
や
区
長
、
消
防

団
長
な
ど
に
よ
る
観
閲
が
行
わ
れ
、

揃
い
の
半
天
で
整
列
し
た
団
員
は

気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、五
十
嵐
市
長
が「
防

災
の
最
前
線
に
立
ち
、
市
民
の
生

命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
、

献
身
的
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

火
災
発
生
件
数
は
、
昨
年
と
比
較

し
て
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
者
の

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
人
的
被
害
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
団
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
高
齢
者
世
帯
の
見
回
り
な

ど
で
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
、
逃

げ
遅
れ
に
よ
る
人
的
被
害
を
な
く

す
た
め
の
協
力
を
切
に
お
願
い
し

ま
す
。
今
後
も
、
消
防
団
活
動
を

行
い
や
す
い
環
境
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
た
め
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
く
だ
さ
る
も
の

と
期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
消
防

団
長
が
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
業

務
に
従
事
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

に
対
し
て
、
表
彰
状
や
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
、
今
年
一
年
の
地
域
の

安
全
を
誓
い
ま
し
た
。
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物
資
の
供
給
と
避
難
所
の
提
供
で
協
力

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
と
防
災
協
定

地
域
の
橋
渡
し
役
に
　

４
氏
が
新
任

地
域
自
治
区
の
区
長
を
選
任

　

各
地
域
自
治
区
の
区
長
が
12
月

末
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

に
あ
た
り
、
五
十
嵐
市
長
は
１
月

１
日
付
け
で
新
た
に
８
人
の
区
長

を
選
任
、
市
議
会
12
月
定
例
会
で

報
告
し
ま
し
た
。

　

地
域
自
治
区
は
、
市
町
村
合
併

に
伴
う
市
民
の
不
安
を
解
消
す
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
旧
市

町
村
単
位
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
自
治
区
に
置
か

れ
て
い
る
区
長
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、

市
長
、
副
市
長
の
職
務
を
補
佐
す

る
常
勤
特
別
職
で
、
任
期
は
２
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
選
で
は
、
横
手
区
、

増
田
町
、
十
文
字
町
、
山
内
の
４

地
域
の
区
長
が
再
任
さ
れ
、
平
鹿

町
、
雄
物
川
町
、
大
森
町
、
大
雄

の
４
地
域
の
区
長
が
新
た
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

【
横
手
区
自
治
区
長
】

伊
藤 

喜
代
美
（
61
歳
・
再
）
【
平
鹿
町
区
長
】

佐
藤 

昌
男
（
60
歳
・
新
）
【
山
内
区
長
】

大
和 

正
治
郎
（
61
歳
・
再
）

【
増
田
町
区
長
】

髙
橋 

誠
（
60
歳
・
再
）
【
雄
物
川
町
区
長
】

佐
藤 

博
高
（
61
歳
・
新
）
【
大
雄
区
長
】

佐
々
木 
豊
（
59
歳
・
新
）

【
大
森
町
区
長
】

赤
川 

進
（
61
歳
・
新
）

【
十
文
字
町
区
長
】

田
中 

邦
廣
（
60
歳
・
再
）

協定書に署名後、握手を交わす五十嵐市長と岡崎社長

元横手市職員。横手市理事兼横
手地域局長を経て、平成18年１
月から横手区自治区長。

元増田町職員。横手市増田地域
局次長兼地域振興課長を経て、
平成18年１月から増田町区長。

元平鹿町職員。横手市総務企画
部次長兼国体推進事務局長を経
て、平成19年12月退職。

元雄物川町職員。横手市雄物川
地域局次長兼地域振興課長を経
て、平成19年３月退職。

元山内村職員。横手市山内地域
局次長兼地域振興課長を経て、
平成18年１月から山内区長。

元十文字町職員。横手市十文字地
域局次長兼地域振興課長を経て、
平成18年１月から十文字町区長。

元大森町職員。横手市大森地域
局次長兼地域振興課長を経て、
平成18年３月退職。

元大雄村職員。横手市大雄地域
局市民生活課長、地域局次長な
どを経て、平成19年12月退職。 　

横
手
市
と
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ

ン
タ
ー
株
式
会
社
（
本
社
盛
岡
市
、

岡
崎
双
一
社
長
）
は
「
災
害
時
に

お
け
る
防
災
活
動
及
び
平
常
時
に

お
け
る
防
災
活
動
へ
の
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
12
月
27

日
に
市
役
所
南
庁
舎
に
お
い
て
締

結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
締
結
は
、
店
舗
周

辺
で
の
地
域
貢
献
を
目
指
し
て
活

動
を
展
開
す
る
同
社
の
申
し
入
れ

を
横
手
市
が
受
け
る
形
で
実
現
し

た
も
の
で
、
協
定
に
は
、
災
害
発

生
時
に
市
の
要
請
に
応
じ
「
米
や

水
な
ど
の
食
料
品
、
タ
オ
ル
や
テ

ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
日
用
品
、
保
温

用
シ
ー
ト
や
ゴ
ミ
袋
な
ど
の
雑
貨

類
、
ス
コ
ッ
プ
や
ロ
ー
プ
な
ど
の

資
材
を
供
給
す
る
こ
と
」
「
イ
オ

ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
横
手
南
店

の
駐
車
場（
１
，
８
０
０
台
分
）を

被
災
者
の
避
難
場
所
と
し
て
提
供

す
る
こ
と
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
食
料
品
等

の
供
給
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て
、

既
に
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
と
、
ま
た

近
隣
自
治
体
や
姉
妹
都
市
と
も
相

互
援
助
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
生
活

用
品
を
総
合
的
に
提
供
す
る
ス
ー

パ
ー
セ
ン
タ
ー
の
機
能
や
、
広
域

的
に
事
業
を
展
開
す
る
同
社
の
組

織
力
を
生
か
し
た
、
よ
り
強
固
な

防
災
体
制
を
築
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

締
結
式
で
岡
崎
社
長
は
「
防
災

協
定
に
限
ら
ず
、
今
後
も
地
域
の

要
望
に
こ
た
え
な
が
ら
、
当
店
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

information
市からのお知らせ 政情報便行

市営住宅の入居者を募集します　～申込期限は１月30日（水）まで～

市県民税の申告が２月１日から始まります

水道料金等の統一について ～平成20年６月から～

　 低所得者世帯の方へ 
　　  市が灯油購入費の一部を助成します

◎新たに醍醐団地（10戸）と旭団地（９戸） 
　が完成しました 
・醍醐団地　立地や間取りなど「ファミ 
　　　　　　リー世帯」や「子育て世帯」
　　　　　　に適した住宅です（ＩＨク 
　　　　　　ッキングヒーター、電気温 
　　　　　　水器を備え付けています） 
・旭 団 地  間取りなど「ファミリー世 
　　　　　　帯」に適した住宅です 

◆入居条件　公営住宅法に定める入居資格
　　　　　　をお持ちの方が対象になりま
　　　　　　すので、事前に市建築住宅課
　　　　　　までご確認ください（家賃は
　　　　　　所得額によって異なります）
◆申込方法　市建設部建築住宅課窓口、ま
　　　　　　たは各地域局地域維持課にあ
　　　　　　る申込書に必要事項を記入し、
　　　　　　必要な書類を添付して、お申
　　　　　　し込みください（郵送不可）
　　　　　　※申込者多数の場合、抽選に
　　　　　　　なります
◆申込期間　１月18日（金）～30日（水）
◆抽 選 会　２月８日（金）の予定（申込者
　　　　　　に連絡します）
◆入居予定　２月下旬
◆申 込 み  市建設部建築住宅課（十文字
　　　　　　庁舎内）　42－5121または各
            地域局地域維持課まで（8:30
　　　　　　～17：15 土・日・祝日は除く）

①公営住宅
名　　称

赤谷地住宅
吉沢住宅
南朝日が丘住宅
南朝日が丘住宅セカンド
下川原団地
月山団地
第二道川団地
五十田団地 
醍醐団地 
今宿団地
今宿第３団地
西野団地住宅１号棟・２号棟
十五野住宅 
旭団地

築年度
Ｓ52
Ｓ53
Ｓ59
Ｈ１
Ｓ62
Ｈ６
Ｓ48～
Ｈ11 
Ｈ19 
Ｓ59
Ｈ５
Ｈ７・８
Ｓ50
Ｈ19

間取り
２ＤＫ
３ＤＫ
２ＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ
２ＤＫ･３ＤＫ 
２ＬＤＫ
３ＤＫ
３Ｋ
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ
３ＤＫ
３ＬＤＫ

家賃（円）
12,300～
13,800～
13,400～
16,600～
13,600～ 
19,500～ 
4,500～
20,900～
29,300～
13,200～
18,200～
26,100～
11,000～
29,100～

募集戸数
１
１
１
１
１
１ 
６ 
１ 
１０
１
１
３
１ 
９

地域名

横　手 

増　田
 

平　鹿 

雄物川

大　森

十文字

名　　称
田町団地
五十田団地
特定西野住宅
特定西野住宅（世帯用）
ニュータウンいわせ

築年度
Ｈ16
Ｈ９
Ｈ10
Ｈ10
Ｈ11

間取り
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ
１ＬＤＫ
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ

家賃（円）
54,000～
53,100～
30,000～
50,000～
40,500～

募集戸数
１
３
５
２
１

②特定公共賃貸住宅
地域名
増　田
平　鹿
大　森

山　内

名　　称
南相野々住宅

築年度
Ｈ17

家賃（円）
29,000

募集戸数
１

間取り 
１ＬＤＫ

③定住促進住宅
地域名
山　内

    　  　 

　灯油価格の高騰により、生活が困窮している低所得者
世帯を支援するため、市が灯油購入費の一部を助成しま
す。下記の対象に該当する世帯には、１月中に申し込み
に必要となる書類と受付日時、会場等のお知らせを発送
します。 
　なお、この通知がなくても下記に該当すると思われる
方は、ご連絡ください。 
◆対象世帯　①65歳以上の高齢者世帯、②障がい者世帯、
　　　　　　③母子（父子）世帯、④生活保護世帯 
◆支給条件　・平成18年中の所得に対する市民税が非課
　　　　　　　税の世帯 
　　　　　　・社会福祉施設に入所（入院）してないこと
　　　　　　・基準日は平成20年１月１日とする 
◆支給金額　一世帯につき5,000円　 
◆問 合 せ  市福祉環境部社会福祉課（大森庁舎内）  35 
　　　　　　-2132、または各地域局福祉担当へ　　

　 　 

　平成20年度の市県民税（住民税）の申告時期が近づいて
きました。今号の市報と共に配布された「平成20年度市
県民税の申告について」や「申告相談日程表」などをご
覧の上、３月17日（月）までに必ず申告をしてください。 
◆問合せ　市財務部市民税課（横手庁舎内）  32-2510、 
　　　　　または各地域局市民生活課税務担当 

　市の上水道と簡易水道の料金は、これまで地域ごとに
異なる料金体系となっていました。この料金体系を統一
するため、市議会12月定例会で水道料金制度等の統一案
が議決され、今年６月から適用されることになりました。
詳細については、次号の市報にてお知らせします。 
◆問合せ　市上下水道部水道総務課（山内庁舎内）  35-2175
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公共の雪捨場の利用について

～年金の加入記録をご確認ください～「ねんきん特別便」の送付について

　公共の雪捨場を一般開放します。利用時間、場所等をご確認の上ご利用ください。また、出入りする際は事故の
ないようご注意ください。なお、ご利用の際にはごみ等が混入しないようご配慮願います。
◆場所によって、入場できる車両の制限があります。詳しくは各地域局地域維持課へお問い合わせください。

地 域

横  手 

増  田

平  鹿

大  森

十文字
山  内

名　　称

第１雪捨場

第２雪捨場
第３雪捨場 
上川原雪捨場
旧浅舞中学校跡地 
醍醐公民館北側
吉田生涯学習センター
第１地点
第２地点
第３地点
古内雪捨場
第２雪捨場

所　在　地
睦成字七日市　横手川河川敷 
東部環境保全センター敷地内 
横手衛生センター付近 
赤坂郷土館　赤坂総合公園駐車場 
成瀬川右岸（成瀬橋上流）
旧浅舞中学校グラウンド 
旧醍醐中学校敷地
旧吉田中学校敷地
旧大上橋橋台付近
旧天下橋橋台付近 
菅生田橋橋台付近
皆瀬川右岸（十文字大橋上流）
山内公民館横

利用時間

8：30～17：00 

8：30～16：30 

5：00～19：00 

6：00～18：00 

8：30～16：30 
8：30～17：00

対　象

４㌧以下のダンプ等 

４㌧を超えるダンプ等 
車両制限なし 
４㌧以下のダンプ等 

車両制限なし 

車両制限なし 

車両制限なし 
車両制限なし

□平成19年12月31日付退職者
　総務企画部次長兼国体推進事務局長事務取扱　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　昌男 
　大雄地域局次長兼地域振興課長事務取扱　佐々木　豊 
　十文字地域局産業振興課農林担当主事　　高岡　利幸
　山内学校給食センター総括業務員　　　　高橋　得博

職員人事異動（退職）

◆日　　時　１月29日（火）午前９時～10時30分
◆申込期限　１月24日（木）※１人につき15分程度 
◆申込み・問合せ　 
  市総務企画部総務課秘書担当　35-2111内線1033

市長面会日のお知らせ市長面会日のお知らせ

　社会保険庁では、現在の年金記録のほかに別の記録があると思われる方には、平成19年12月から平成20年３月ま
でに「ねんきん特別便」で年金加入記録を送付しています。それ以外の方には、平成20年４月から平成20年10月ま
でに送付を予定しています。「ねんきん特別便」が届いた方は、記録を確認し、必ず下記の手続きをしてください。 

◆問合せ　ねんきん特別便専用ダイヤル  0570-058-555、または市福祉環境部国保市民課  35-2186・各地域局市民生活課へ

　オリジナルのかまくらを家族や地域、職場の皆さ
んで作ってみませんか。応募者には、もれなく「あ
まえっこ」と、かまくらと写した記念写真をカレン
ダーにしてプレゼント。市のホームページでも紹介
します。たくさんのご応募をお待ちしています。 
◆募集対象　ドーム型・鳥小屋型・ミニかまくらな
　　　　　　ど形は問いません（市や横手市観光協
　　　　　　会で作ったかまくらは対象外です） 
◆募集期間　２月８日（金）～14日（木） 
◆応募方法　かまくら完成後、市観光物産課（増田
　　　　　　庁舎内）  45-5519へご連絡ください

「おらほ・おらえのかまくら」大募集！

年金加入記録照会票に
必要事項を記入し、確
認はがきを切り取らず
に『訂正がある』を丸
で囲んでください。

年金加入記録照会票から確
認はがきを切り取り、『訂正
がない』を丸で囲み、提出
年月日と氏名を記入して返
送してください。

年金加入記録照会票を同封の返信用封筒で
返送してください。社会保険庁で調査し、
結果を本人へ通知します 

年金加入記録照会票に年金証書を添えて大
曲社会保険事務所で手続きをしてください。

現役加入者

年金受給者訂正がある場合訂正がない場合 
（年金受給者、現役加入者とも）

地域の

子供たちに勇気をプレゼント
■ジャイアンツ原監督が平鹿病院を訪問（横手）
　12月20日、プロ野球読売巨人軍の原辰徳監督が平鹿
総合病院を訪れ、入院中の子供たちを激励しました。
　原監督は、毎年ボランティアで県内の病院を訪問し
ており、今回初めて県南地区への訪問が実現したもの。
この日は待ち受けた多くの市民を前に「来年も横手の
地から応援をお願いしたい」などとあいさつ。その後、
小児科病棟を回り、子どもたちに「早く治るように、
お医者さんや家族の言うことをきいて頑張ることを約
束しよう」などと声をかけていました。 「体の具合はどうですか」などと笑顔で話しかける原監督

日ごろの感謝を込めて
■道の駅十文字で麺・餅・菓子まき（十文字）
　昨年オープンした「まめでらが～」道の駅十文字で、
１月３日から６日までの４日間、新年の訪れを祝い、
麺や餅、菓子まきなどが行われました。 
　初日この日、会場の同施設内ホールには約20 0人が
集結。開始とともに、参加者たちはにぎやかな声をあ
げて麺や餅を拾い、新年の幕開けを祝いました。 
　これは、利用者への感謝と地域への恩返しをと同施
設の指定管理者、（株）十文字リーディングカンパニー
が企画。６回に渡り計2,000個近くまかれました。 十文字地域ならではの麺まきに参加者たちも大喜び

１年かけた大作を寄贈
■かまくら学級生が作品製作（横手）
　12月20日、市の機能訓練事業「かまくら学級」の利用
者の皆さんが世代間交流施設いきいき館を訪れ、スキ
ルスクリーン（ビーズを使用した暖簾）を寄贈しました。
　これは、作業療法の一環で一昨年の９月から１年以
上かけて製作されたもので、１万玉以上のビーズを使
用してひまわりの絵柄が描かれています。学級生の皆
さんは「根気のいる作業でしたが、納得のいく作品が
できました」と、デイサービスの利用者の皆さんに寄
贈。一緒に歌を歌うなどして交流を深めました。色鮮やかなスキルスクリーンを手に交流

新年への気持ち新たに
■大雄書き初め大会（大雄）
　大雄地域の新春恒例行事として定着している『大雄
書き初め大会』が１月７日、大雄中学校体育館を会場
に開催されました。
　35回目となる今年は、大雄地域のほか横手地域や大
森地域などから、小中学生や一般の書道愛好家約150人
が参加。はりつめた空気が漂う会場では、学年や部門
ごとに決められた「てまり」や「未来の町」などの課
題を、新年への新たな思いを込めて取り組んでいまし
た。真剣な表情で課題に取り組む参加者

めん
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大雄母親クラブ「はんど・はんど」防犯安全セミナー
　子どもたちが事故や犯罪等の被害に遭わないために、
大人や子ども自身の対処法についての講話などがありま
す。親子で聞ける内容で、どなたでも参加いただけます。
●日時／１月26日（土）午前９時30分～11時45分　●場所
／大雄交流研修館ふれあいホール　●参加費／無料　●
申込み／不要（託児については１月24日までに申込みが
必要）　●問合せ／大雄母親クラブ 代表 遠藤さん（大
雄生涯学習センター）　52－3907

とっぴんぱらりのプー　第81回昔語りの会
●日時／１月26日（土）午後１時30分　●場所／こうじ庵
（鍛冶町）　●問合せ／尾形さん 　32－0630

ナンの館　月例市民将棋大会
●日時／２月３日（日）午前10時　●場所／軽食喫茶『ナ
ンの館』（十文字町梨木）　●会費／1,000円（昼食付）
●問合せ／佐藤さん 　090－3365－2720

秋田県南地区こどもの健康フォーラム
　養護教諭や幼児保育関係者、一般市民などを対象とし
たフォーラムです。小児科医師などによる子どもの成長
障がいやいじめについての講演、健康相談があります。
●日時／２月３日（日）午後１時～５時　●場所／仙北ふ
れあい文化センター（大仙市堀見内）　●参加費／無料
●申込締切／２月１日（金）　●申込み／秋田県南地区こ
どもの健康フォーラム事務局 　0120－446－870

介護技術講座
●日時／２月２日（土）午後１時～３時30分　●場所／特
別養護老人ホーム『すこやか横手』　●定員／20名　●受
講料／500円　●申込期限／１月30日（水） ●申込み／Ｎ
ＰＯ法人県南介護サポート かがやきネット 　36－0068

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

idobata  plaza
どばたプラザい

 

秋
田
県
立
近
代
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
新
会
員
を
募
集

　

秋
田
県
立
近
代
美
術
館
で
は
、
美

術
館
入
館
者
へ
の
案
内
や
展
示
作
品

の
解
説
、
学
芸
事
務
の
補
助
な
ど
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
／
高
校
生
以
上
の
美
術
を
愛

　

す
る
方
で
、
事
前
に
実
施
す
る
研

　

修
講
座
を
受
け
、
１
か
月
に
１
日

　

（
ま
た
は
半
日
を
２
回
）以
上
、
１

　

年
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

が
で
き
る
方

　

※
高
校
生
は
、
土
、
日
、
祝
日
お

　

よ
び
長
期
休
業
中
の
活
動
と
な
り

　

ま
す
。

◆
定
員
／
20
名
程
度

◆
募
集
期
限
／
２
月
７
日（
木
）

◆
申
込
み
／
秋
田
県
立
近
代
美
術
館

　
　

３
３
‐
８
８
５
５

福
祉
関
係
車
両
の
駐
車
場
所
の
提

供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

介
護
や
支
援
が
必
要
な
方
の
お
宅

に
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
が
入

浴
車
な
ど
の
福
祉
関
係
車
両
で
訪
問

し
て
い
ま
す
。
積
雪
が
多
く
な
る
時

期
に
は
、
訪
問
先
の
駐
車
場
所
が
確

保
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
福

祉
車
両
等
の
駐
停
車
が
必
要
な
場
合

は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
市
福
祉
環
境
部
高
齢
ふ

　

れ
あ
い
課
介
護
保
険
担
当
　

３
５

　

‐
２
１
３
４

第
　

回
横
手
地
域
市
民
ス
キ
ー
大
会

　

横
手
地
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
、

通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
10
日（
日
）午
前
９
時

　

開
会
式

◆
場
所
／
横
手
公
園
ス
キ
ー
場
（
回

　

転
・
大
回
転
）
、
赤
坂
総
合
公
園

　

（
距
離
）

◆
種
目
／
回
転
（
小
学
校
低
学
年
以

　

下
男
女
）
、
大
回
転
（
小
学
校
高

　

学
年
〜
一
般
男
女
）
、
距
離
（
小

　

学
校
高
学
年
〜
一
般
男
女
）

◆
申
込
み
／
横
手
体
育
館
備
え
付
け

　

の
用
紙
で
２
月
１
日（
金
）ま
で

◆
問
合
せ
／
横
手
体
育
館
　

３
３
‐

　

２
１
０
２

商
標
検
索
・
電
子
出
願
講
習
会

　

商
標
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
商
標
検
索
実
習
、

出
願
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
講

習
会
で
す
。

◆
日
時
／
１
月
31
日（
木
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

◆
場
所
／
し
す
て
む
工
房（
外
ノ
目
）

◆
受
講
対
象
者
／
パ
ソ
コ
ン
で
文
字

　

入
力
が
で
き
る
方

◆
定
員
／
10
名
（
受
講
無
料
）

◆
申
込
み
／
秋
田
県
知
的
所
有
権
セ

　

ン
タ
ー
　

０
１
８
‐
８
６
０
‐
５

　

６
１
４

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

（
平
成
　

年
度
最
終
募
集
）

◆
募
集
種
目
／
２
等
陸
海
空
士

◆
受
付
期
間
／
２
月
22
日（
金
）ま
で

◆
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

の
男
子

◆
試
験
日
／
３
月
２
日（
日
）

◆
申
込
み
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所
　

３
２
‐
３
９
２
０

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

◆
募
集
住
宅
・
戸
数
／
朝
日
が
丘
住

　

宅
１
戸

◆
募
集
締
切
／
２
月
12
日（
火
）

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
建
築
課
　

３
２
‐
６
２
０
６

あきた十文字映画祭第17回
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情
報

コ
ン
ポ
ス
ト
利
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　

県
で
は
、
下
水
汚
泥
コ
ン
ポ
ス
ト

（
た
い
肥
）を
利
用
し
、
環
境
と
調
和

し
た
農
業
生
産
を
推
進
す
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
基
調
講

演
や
事
例
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
日
時
／
１
月
30
日（
水
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

◆
場
所
／
十
文
字
文
化
セ
ン
タ
ー
大

　

ホ
ー
ル

◆
基
調
講
演
／
『
下
水
汚
泥
コ
ン
ポ

　

ス
ト
の
利
用
』
県
立
大
学
生
物
資

　

源
科
学
部 

教
授 

服
部
浩
之
氏

◆
申
込
み
／
市
上
下
水
道
部
下
水
道

　

管
理
課
　

３
５
‐
２
１
７
４

脳
い
き
い
き
講
座

　

年
を
と
っ
て
も
い
き
い
き
と
暮
ら

す
秘
訣
や
楽
し
み
な
が
ら
脳
を
使
う

方
法
な
ど
、
『
脳
の
働
き
』
の
視
点

か
ら
学
ぶ
講
座
で
す
。

◆
期
日
／
２
月
20
日（
水
）・
29
日（
金
）

　

※
全
２
回
コ
ー
ス

◆
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
15
名

◆
参
加
費
／
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

◆
申
込
締
切
／
１
月
25
日（
金
）

◆
申
込
み
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー
　

　

３
３
‐
９
６
０
０

か
ま
く
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

か
ま
く
ら
開
催
当
日
に
、
観
光
案

内
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
15
日(

金)

・
16
日(

土)

、

　

午
後
６
時
〜
９
時

◆
説
明
会
日
時
・
場
所
／
２
月
６
日

　

（
水
）午
後
４
時
、
か
ま
く
ら
館

◆
申
込
締
切
／
２
月
２
日（
土
）

◆
申
込
み
／（
社
）横
手
市
観
光
協
会

　

（
か
ま
く
ら
館
内
）
　

３
３
‐
７

　

１
１
１

『
雪
の
芸
術
』出
展
作
品
を
募
集

　

横
手
市
観
光
協
会
で
は
、
秋
田
を

代
表
す
る
雪
ま
つ
り
、
か
ま
く
ら
と

ぼ
ん
で
ん
に
加
え
、
『
雪
の
芸
術
』

作
品
（
雪
像
等
）
を
募
集
し
ま
す
。

作
品
制
作
を
行
う
企
業
・
団
体
・
グ

ル
ー
プ
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
募
集
期
限
／
２
月
５
日（
火
）

◆
問
合
せ
／（
社
）横
手
市
観
光
協
会

　

（
か
ま
く
ら
館
内
）
　

３
３
‐
７

　

１
１
１

か
ま
く
ら
づ
く
り
講
習
会

　

横
手
の
か
ま
く
ら
職
人
が
、
作
り

方
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
講
習
会

で
す
。
家
族
や
友
人
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

か
ま
く
ら
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
２
月
９
日（
土
）午
前
９
時

　

〜
午
後
３
時

◆
集
合
場
所
／
か
ま
く
ら
館
１
階
サ

　

ン
ル
ー
ム

◆
制
作
場
所
／
光
明
寺
公
園

◆
参
加
費
／
無
料
（
昼
食
は
各
自
で

　

ご
用
意
く
だ
さ
い
）

◆
持
ち
物
／
長
靴
、
手
袋
、
防
寒
具

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
観
光
物

　

産
課
　

４
５
‐
５
５
１
９

平
鹿
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
鹿
図
書
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
電

話
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
共
用
の
番
号
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
月
７
日
か

ら
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
専
用
番
号
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
電
話
番
号
は
こ
れ

ま
で
と
同
様
で
す
。

◆
変
更
後
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
／
　

　

２
４
‐
３
３
３
５

◆
問
合
せ
／
平
鹿
図
書
館
　

２
４
‐

　

３
２
８
１

秋
田
中
央
・
県
南
の
道
路
状
況
予
測

＆
気
象
情
報
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

湯
沢
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
一
般
国
道
な
ど

の
24
時
間
先
（
３
時
間
ご
と
）
ま
で

の
路
面
状
況
と
気
象
の
予
測
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
サ
イ
ト
名
称
／
秋
田
中
央
・
県
南

　

の
道
路
状
況
予
測
＆
気
象
情
報

◆
期
間
／
３
月
10
日
ま
で
（
予
定
）

◆
問
合
せ
／
国
土
交
通
省
湯
沢
河
川

　

国
道
事
務
所
道
路
管
理
課
　

０
１

　

８
３
‐
７
３
‐
３
１
７
４

　十文字映画塾企画として、東京乾電池の綾田俊樹さ
んが初監督・脚本を手掛けた、秋深い十文字が舞台の
『白鳥の来る町』ほか、国内外13作品を上映します。
また、シンポジウムやシネマパーティなども行います。
◆期　日／２月９日（土）・10日（日）・11日（月）
◆場　所／十文字文化センター
◆入場券／
　・一日券＝4,000円
　　（前売り3,500円）
　・パーティ券（10日）
　　＝3,000円（前売
　　り2,500円）
　・作品券＝1,500円
　　（『歓喜の歌』のみ
　　1,800円）
◆問合せ／あきた十文
　字映画祭実行委員会
　　018-866-1155

19

57
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児健診・予防接種乳 談相乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

  
【横手地域】　■場所　横手保健センター
ＢＣＧ予防接種（生後３か月～６か月未満）
　日　時　１月22日（火）　受付13：00～13：45
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
４か月児健診（平成19年９月生まれ）
　日　時　１月30日（水）　受付13：10～13：20
７か月児健診（平成19年６月生まれ）
　日　時　１月30日（水）　受付12：45～12：55
10か月児健診（平成19年３月生まれ）
　日　時　１月30日（水）　受付13：00～13：10
12か月児健康相談（平成18年12月～平成19年１月生まれ）
　日　時　１月30日（水）　受付９：15～９：30
３歳児健診（平成 16年６月～７月生まれ）
　日　時　２月１日（金）　受付12：40～12：50
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
４か月児健診（平成19年９月生まれ）
　日　時　２月１日（金）　受付13：00～13：20
ＢＣＧ予防接種（平成19年10月生まれ）
　日　時　１月31日（木）　受付13：00～13：30
【雄物川地域】　■場所　雄物川保健センター
三種混合予防接種
　日　時　１月21日（月）　受付12：30～13：00
ＢＣＧ予防接種
　日　時　１月30日（水）　受付12：30～13：00
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
三種混合予防接種
　日　時　１月21日（月）　受付12：30～12：45
【十文字地域】　■場所　幸福会館
２歳児歯科健診（平成17年７月～８月生まれ）
　日　時　１月29日（火）　受付12：50～13：30
三種混合予防接種（平成19年６月～９月生まれ、未接種児）
　日　時　１月23日（水）　受付12：50～13：20

【横手地域】
心配ごと相談所
　日　時　１月17・24・31日（木）　９：30～12：00
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　１月25日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局市民生活課環境・防災担当　32-2703
育児相談
　毎週月曜～金曜日　９:00～17:00
　場所・問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談
　毎週月曜～木曜日　10:00～12:00　13:00～15:00
　場所・問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
心配ごと相談
　日　時　１月24・31日（木）　９:30～12:00
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
心配ごと相談
　日　時　１月23・30日（水）　９:30～12:00
無料法律相談
　日　時　２月４日（月）　10:00～12:00
　※２月１日(金)までに申込みが必要です。
　　横手市社会福祉協議会平鹿福祉センター　24-3283
【雄物川地域】
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　１月21・28日（月）　９:30～12：00
行政相談　■場所　雄物川保健センター
　日　時　１月21日（月）　10：00～12：00
【大森地域】　
心配ごと相談所　■場所　高齢者等保健福祉センター
　日　時　１月22・29日（火）　９：30～12：00
健康相談・栄養教室　■場所　大森健康温泉
　日　時　１月24日（木）　10：00～11：00
　問合せ　大森地域局福祉保健課　26-4030
【十文字地域】
心配ごと相談所　■場所　幸福会館
　日　時　１月18・25日、２月１日（金）　９:30～12:00
育児相談「相談のおもちゃ箱」　■場所　三重保育所
　日　時　１月30日(水)　15：30～
　問合せ　子育て支援センターさくらんぼ　55-2255
【山内地域】　■場所　福祉センター
心配ごと相談所
　日　時　１月22・29日（火）　９:30～12:00
【大雄地域】　■場所　福祉センター
行政相談
　日　時　１月18日（金）　９:30～12:00
心配ごと相談
　日　時　１月18・25日、２月１日（金）　９:30～12:00

館日休
横手図書館　　1月20日
増田図書館　　1月20・21・28日
　　　　　　　～30日、2月1日
　　　　　　　～4日
平鹿図書館　　1月21・28日
雄物川図書館　1月21・28日
大森図書館　　1月21・28日
十文字図書館　1月20・28日
山内図書館　　1月19・20・26・
　　　　　　　27日、2月2・3日
大雄図書館　　1月20・21・28日
雄物川資料館　1月21・28日
えがおの丘　　1月21・28日
三吉山荘　　　1月22・29日
大森健康温泉　1月21・28日
ゆとりおん大雄　1月24日
シルバーエリア　1月21・28日
健康の駅トレーニングセンター
　　　　　　　1月16・23・30日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　1月21・28日

療所診
【増田地域】
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診療日　１月23・30日（水）
　診療時間　14：00～15：30

【雄物川地域】
えがおの丘診療所
　診療日　１月23・30日（水）
　診療時間　14:30～15:30
大沢診療所
　診療日　１月28日（月）
　診療時間　13:30～14:30

日当番医休
１月20日（日）

１月27日（日）

２月３日（日）

小児救急外来　平鹿総合病院　32-5124
日曜夜間（受付18:00～21:00、診療18:30～21:30）　

大町

安田

前郷一番町

　32-0128 

　32-5662 

　32-0682

橋本内科医院

高橋内科医院

八木橋医院

血日程献
１月23日（水）雄物川 成　分

成分献血については、予約優先とさせていただきます。
申込み　県平鹿地域振興局福祉環境部　32-4005

実施時間

10:00～12:00

13:00～16:00

10:00～12:00

13:15～14:30

15:00～16:00

月　日

１月30日（水）

地　域

横　手

種　類

全　血

献血実施場所

日発精密工業（株）横手工場

東北電力（株）横手営業所

創和建設（株）

雄物川保健センター
口と世帯人

人　口 世帯数
総数
　男
　女

104,104人
49,537人 
54,567人

33,936戸（ -49）
（ -17）
（ -32）

（  12）

12月末日現在（前月比）
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(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

1月15日～2月3日
たいまつ焼き（18:00、平鹿上醍醐・金屋地区）

三助稲荷神社梵天奉納（11：00、三助稲荷神社）

長太郎稲荷神社梵天祭（10：00、長太郎稲荷神社）
第15回よこてぼんでん唄コンクール（13：00、かま
くら館２階ホール）

　　道の駅十文字 イベント情報
●ヴァイオリン・ピアノ演奏会
　　日　時／１月19日（土）11：00～
●つけものまつり
　　期　日／１月19日（土）・20日（日）
　　時　間／9：00～16：00
●冬まつり
　　期　日／１月26日（土）
　　　　　　・27日（日）
　　問合せ／道の駅十文字
　　　　　　　23-9320

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ppppppppppPick upPick upPick upPick upkPick upPick up

ppPick upPick upPick up

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ppPick upPick upPick up

南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　１月20日（日）「ドラえもん
　　　　　　　 ぼくの生まれた日」　 【114分】
　１月27日（日）「ブレイブストーリー」 【112分】
　２月３日（日）「アイスエイジ２」　　　【91分】
◆問合せ／南部シルバーエリア　26－3880

長太郎稲荷神社梵天祭
■２月３日（日）

三助稲荷神社梵天奉納
■１月20日（日）

第15回よこてぼんでん唄コンクール
■２月３日（日）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 企画課
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

　県の記録選択無形民俗文化財に指
定され、200年以上の歴史を持つ大森
地域袴形地区の三助稲荷神社梵天奉
納。男衆が激しくぶつかり合うこと
から「ケンカ梵天」の異名を持つ勇
壮な祭りで、五穀豊穣、家内安全、
商売繁盛を祈願します。
　また、前日には川西小学校体育館
を会場に梵天の一般公開が行われま
す。

梵天奉納
◆日　時／１月20日（日）11：00～
◆場　所／三助稲荷神社（川西小学校隣）
大森地域伝統行事「ぼんでん」発表会
◆日　時／１月19日（土）９：00～
◆場　所／川西小学校体育館
◆問合せ／大森地域局産業振興課　26-2117

　大雄地域中島集落にある長太郎稲
荷神社では、ホラ貝の音と梵天唄に
のせた「ジョヤサー」の掛け声とと
もに男衆が集結。無病息災、家内安
全などを祈願し、梵天を奉納します。
◆日　時／２月３日（日）10:00～
◆場　所／長太郎稲荷神社
◆問合せ／大雄地域局産業振興課
　　　　　　52-3913

　横手の雪まつりの
ひとつ「梵天奉納」と
ともに受け継がれて
いる「ぼんでん唄」。
ベテランから小学生
まで自慢ののどを競
い合います。入賞者
は２月16日のぼんで
んコンクールで唄を
披露し、会場を盛り
上げます。
◆日　時／２月３日（日）13:00～
◆場　所／かまくら館２階ホール
◆問合せ／（社）横手市観光協会　33-7111

ぼん でん

１-15No.55
20 1 15月年平成 日号

各地域で行われた消防出初め式。山内地域で
は、雲の合間に青空がのぞく穏やかな天候の
下、揃いの活動服を身に着けた消防団員が、
防災への意識を新たにした。

空のように平穏に空のように平穏に


